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(百万円未満切捨て)
１．2023年２月期の連結業績（2022年３月１日～2023年２月28日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年２月期 8,159 △0.1 643 6.6 657 3.0 683 52.8

2022年２月期 8,163 8.4 603 139.7 637 14.4 447 18.1
(注) 包括利益 2023年２月期 683百万円( 52.8％) 2022年２月期 447百万円( 18.1％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年２月期 86.84 － 18.5 13.3 7.9

2022年２月期 56.84 － 13.5 14.3 7.4
(参考) 持分法投資損益 2023年２月期 －百万円 2022年２月期 －百万円

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を当連結会計年度の期首から適用しており、2023年２
月期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年２月期 5,181 3,910 75.2 495.21

2022年２月期 4,649 3,433 73.5 434.55
(参考) 自己資本 2023年２月期 3,895百万円 2022年２月期 3,418百万円
　

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を当連結会計年度の期首から適用しており、2023年２
月期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2023年２月期 525 400 △262 3,125

2022年２月期 430 △10 △250 2,461
　
　
　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年２月期 － 16.00 － 17.00 33.00 259 58.1 7.8

2023年２月期 － 16.50 － 16.50 33.00 259 38.0 7.0
2024年２月期(予想) － 16.50 － 16.50 33.00 59.0
　

３．2024年２月期の連結業績予想（2023年３月１日～2024年２月29日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 3,870 △7.9 340 △25.1 340 △25.4 230 △58.1 29.24

通 期 7,670 △6.0 650 1.0 660 0.5 440 △35.6 55.93

　　



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 －社 (社名)－ 、除外 －社 (社名)－
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

(注) 詳細は、添付資料10ページ「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針
の変更）」をご覧ください。

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年２月期 8,167,498株 2022年２月期 8,167,498株

② 期末自己株式数 2023年２月期 300,241株 2022年２月期 300,241株

③ 期中平均株式数 2023年２月期 7,867,257株 2022年２月期 7,867,277株
　

(参考) 個別業績の概要
１．2023年２月期の個別業績（2022年３月１日～2023年２月28日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年２月期 6,595 △1.3 524 6.1 544 3.5 628 72.5

2022年２月期 6,681 8.4 494 312.9 526 23.7 364 27.1
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2023年２月期 79.92 －

2022年２月期 46.33 －
　

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を当事業年度の期首から適用しており、2023年２月期
に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年２月期 4,260 3,345 78.2 423.39

2022年２月期 3,811 2,950 77.0 373.13

(参考) 自己資本 2023年２月期 3,330百万円 2022年２月期 2,935百万円
　

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を当事業年度の期首から適用しており、2023年２月期
に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

　
＜個別業績の前期実績値との差異理由＞
添付資料2ページ「1．経営成績等の概況（1)当期の経営成績の概況」に記載した事業分離における移転利益の計上等
の理由により、前事業年度の実績値と当事業年度の実績値との間に差異が生じております。

　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意)
上記の2024年２月期業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後
様々な要因により予想数値と異なる可能性がありますことをご了承ください。業績予想に関する事項については、
添付資料3ページ「１.経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。

　　



ソーバル株式会社(2186) 2023年２月期 決算短信

1

○添付資料の目次

１．経営成績等の概況 …………………………………………………………………………………… 2

（１）当期の経営成績の概況 ………………………………………………………………………… 2

（２）当期の財政状態の概況 ………………………………………………………………………… 2

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 …………………………………………………………… 3

（４）今後の見通し …………………………………………………………………………………… 3

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 ………………………………………………………… 3

３．連結財務諸表及び主な注記 ………………………………………………………………………… 4

（１）連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………… 4

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 …………………………………………………… 6

（３）連結株主資本等変動計算書 …………………………………………………………………… 8

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 ……………………………………………………………… 9

（５）連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………10

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………10

（会計方針の変更） …………………………………………………………………………………10

（追加情報） …………………………………………………………………………………………10

（セグメント情報等） ………………………………………………………………………………10

（１株当たり情報） …………………………………………………………………………………11

（重要な後発事象） …………………………………………………………………………………11

　



ソーバル株式会社(2186) 2023年２月期 決算短信

2

１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による規制が徐々に緩和され、社会経済活動

も緩やかに持ち直しが見られましたが、世界的な金融引締めによる円安進行、ロシア・ウクライナ情勢に起因する

資源・エネルギー価格の高騰、半導体をはじめとする原材料不足また世界的なインフレの進行が見られるなど、依

然として先行き不透明な状況が続いております。

このような環境下において、当社グループの主要顧客である大手製造業各社では、積極的な研究開発投資を維持

しており、また、Web／アプリケーション及び業務系システム開発分野における顧客ニーズも、引き続き底堅く推移

してまいりました。当社グループでは、期初に想定していた大型の一括受託案件のうち一部が受注に至らなかった

ものの、それを上回る他の受注を確保するとともに、想定していた外部委託を内製に切り替えて稼働率の向上に繋

げることができました。

また、社内研修制度を見直し、プロジェクトマネージャーとデジタルトランスフォーメーション（DX）が推進で

きる技術者の育成にも取り組んでまいりました。

一方で、事業の選択と集中に取り組み、2022年６月13日付「株式会社AGESTとの吸収分割契約及び事業提携契約締

結に関するお知らせ」で公表いたしましたとおり、８月１日付で「品質評価」サービス事業に属する権利義務を、

株式会社AGESTへ会社分割（簡易吸収分割）の方法により承継させております。それに伴い特別利益に事業分離にお

ける移転利益371百万円を計上しております。

また、当社グループのアンドールシステムサポート株式会社におきましては、2023年１月を以って大阪事業所を

閉鎖しております。これに伴い特別損失に減損損失22百万円を計上しております。

以上のように、事業の選択と集中ならびに今後も注力していくWeb／アプリケーション及び業務系システム開発分

野の営業力強化、生産性向上に取り組んでまいりました。

その結果、当社グループの売上高は8,159百万円（前年同期比0.1％減）、営業利益は643百万円（同6.6％増）、

経常利益は657百万円（同3.0％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は683百万円（同52.8％増）となりました。

なお、当社グループは単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりません。

（２）当期の財政状態の概況

資産、負債及び純資産の状況

当連結会計年度末における資産合計額は5,181百万円（前連結会計年度末比532百万円増）、負債合計額は1,270百

万円（同55百万円増）、純資産合計額は3,910百万円（同476百万円増）となりました。

（流動資産）

当連結会計年度末における流動資産の残高は4,390百万円となり、前連結会計年度末に比べ561百万円増加となり

ました。これは主に、現金及び預金2,825百万円（前連結会計年度末比663百万円増）、受取手形、売掛金及び契約

資産1,099百万円（同98百万円増）、仕掛品81百万円（同211百万円減）によるものであります。

（固定資産）

当連結会計年度末における固定資産の残高は791百万円となり、前連結会計年度末に比べ29百万円減少となりまし

た。これは、有形固定資産471百万円（前連結会計年度末比47百万円減）、無形固定資産４百万円（同２百万円

減）、投資その他の資産315百万円（同20百万円増）によるものであります。

（流動負債）

当連結会計年度末における流動負債の残高は1,125百万円となり、前連結会計年度末に比べ67百万円増加となりま

した。これは主に、未払金374百万円（前連結会計年度末比118百万円増）、未払法人税等276百万円（同90百万円

増）によるものであります。

（固定負債）

当連結会計年度末における固定負債の残高は145百万円となり、前連結会計年度末に比べ12百万円減少となりまし

た。これは主に、役員退職慰労引当金63百万円（前連結会計年度末比２百万円減）、繰延税金負債27百万円（前連

結会計年度末比11百万円増）によるものであります。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産の残高は3,910百万円となり、前連結会計年度末に比べ476百万円増加となりま

した。これは主に、利益剰余金3,904百万円（前連結会計年度末比477百万円増）、新株予約権14百万円（前連結会
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計年度末比０百万円減）によるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ663百万円増

加し3,125百万円となりました。

当連結会計年度末における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、525百万円（前連結会計年度に得られた資金は430百万円）となりました。これ

は主に、税金等調整前当期純利益1,007百万円の計上などの資金増加要因が、法人税等の支払額280百万円などの資

金減少要因を上回ったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は、400百万円（前連結会計年度に使用した資金は10百万円）となりました。これは

主に、事業分離による収入371百万円、有形固定資産の取得による支出9百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、262百万円（前連結会計年度に使用した資金は250百万円）となりました。これ

は主に、配当金の支払額262百万円などによるものであります。

（４）今後の見通し

当社グループが属するIT業界では、DXの推進や生産性向上のためのIT投資が継続し、DXの進展によるデジタル人

材の需要が高まる一方、IT技術者不足が深刻さを増していくと考えられます。

当社グループは、2023年２月期から2027年２月期の５ヵ年を対象とした中期経営計画を推進しており、次期はそ

の２年目に当たります。次期についてもWeb／アプリケーション及び業務系システム開発分野における顧客ニーズは

底堅く推移する見通しで、引き続きトレンド技術の習得のほか、上流工程への参画や顧客への提案活動が出来る技

術者ならびにDXが推進できる技術者の育成強化に注力してまいります。

また、ＡＩ分野を今後の成長の柱に据えており、自らが主役としてオープンイノベーションの中心に立ち、「グ

ループ内人材の活用」「外部人材の登用」「外部企業との協業」「技術向上」「顧客と案件開拓」という５つのテ

ーマを同時かつ不断に進めてまいります。

これらを踏まえ、2024年２月期の通期の業績予想は、売上高7,670百万円、営業利益650百万円、経常利益660百万

円、親会社株主に帰属する当期純利益440百万円を見込んでおります。

また、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、日本基準を採用しておりま

す。

なお、IFRS（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の情勢を考慮して適切に対応していく方針であ

ります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当連結会計年度
(2023年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,161,756 2,825,306

受取手形及び売掛金 1,000,107 -

受取手形、売掛金及び契約資産 - 1,099,078

仕掛品 292,999 81,966

原材料及び貯蔵品 5,385 15,915

預け金 300,000 300,000

その他 74,236 72,463

貸倒引当金 △6,003 △4,652

流動資産合計 3,828,480 4,390,078

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 381,712 329,801

減価償却累計額 △279,459 △244,163

建物及び構築物（純額） 102,253 85,638

工具、器具及び備品 57,024 58,507

減価償却累計額 △50,102 △40,176

工具、器具及び備品（純額） 6,922 18,331

土地 410,407 367,907

有形固定資産合計 519,582 471,877

無形固定資産

その他 6,838 4,666

無形固定資産合計 6,838 4,666

投資その他の資産

繰延税金資産 143,292 164,888

その他 151,366 150,199

投資その他の資産合計 294,659 315,087

固定資産合計 821,080 791,630

資産合計 4,649,561 5,181,708
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当連結会計年度
(2023年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 4,538 13,393

未払金 256,035 374,363

未払法人税等 185,380 276,052

未払消費税等 182,592 94,168

賞与引当金 248,261 233,974

受注損失引当金 14,335 2,487

その他 166,998 131,058

流動負債合計 1,058,142 1,125,496

固定負債

役員退職慰労引当金 65,291 63,199

繰延税金負債 16,105 27,140

その他 76,164 55,021

固定負債合計 157,561 145,362

負債合計 1,215,703 1,270,858

純資産の部

株主資本

資本金 214,265 214,265

資本剰余金 119,265 119,265

利益剰余金 3,427,026 3,904,239

自己株式 △341,854 △341,854

株主資本合計 3,418,701 3,895,914

新株予約権 15,156 14,935

純資産合計 3,433,857 3,910,850

負債純資産合計 4,649,561 5,181,708
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年３月１日
　至 2022年２月28日)

当連結会計年度
(自 2022年３月１日
　至 2023年２月28日)

売上高 8,163,775 8,159,159

売上原価 6,607,020 6,535,251

売上総利益 1,556,754 1,623,907

販売費及び一般管理費 953,287 980,496

営業利益 603,467 643,410

営業外収益

受取利息 19 24

保険配当金 - 9,866

助成金収入 - 4,586

雇用調整助成金 25,891 -

その他 8,724 3,591

営業外収益合計 34,635 18,068

営業外費用

支払利息 122 -

固定資産除却損 0 24

固定資産処分損 - 2,183

その他 60 2,252

営業外費用合計 182 4,459

経常利益 637,920 657,019

特別利益

事業分離における移転利益 - 371,390

新株予約権戻入益 - 2,115

特別利益合計 - 373,505

特別損失

減損損失 - 22,632

特別損失合計 - 22,632

税金等調整前当期純利益 637,920 1,007,892

法人税、住民税及び事業税 235,559 363,016

法人税等調整額 △44,796 △38,348

法人税等合計 190,762 324,667

当期純利益 447,158 683,224

親会社株主に帰属する当期純利益 447,158 683,224
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年３月１日
　至 2022年２月28日)

当連結会計年度
(自 2022年３月１日
　至 2023年２月28日)

当期純利益 447,158 683,224

その他の包括利益

その他の包括利益合計 - -

包括利益 447,158 683,224

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 447,158 683,224

非支配株主に係る包括利益 - -
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度（自 2021年３月１日 至 2022年２月28日）

(単位：千円)

株主資本
新株予約権 純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 214,265 119,265 3,231,621 △341,828 3,223,322 7,919 3,231,242

当期変動額

剰余金の配当 △251,753 △251,753 △251,753

親会社株主に帰属す

る当期純利益
447,158 447,158 447,158

自己株式の取得 △26 △26 △26

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

7,236 7,236

当期変動額合計 - - 195,404 △26 195,378 7,236 202,615

当期末残高 214,265 119,265 3,427,026 △341,854 3,418,701 15,156 3,433,857

　当連結会計年度（自 2022年３月１日 至 2023年２月28日)

(単位：千円)

株主資本
新株予約権 純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 214,265 119,265 3,427,026 △341,854 3,418,701 15,156 3,433,857

会計方針の変更によ

る累積的影響額
57,541 57,541 57,541

会計方針の変更を反映

した当期首残高
214,265 119,265 3,484,567 △341,854 3,476,243 15,156 3,491,399

当期変動額

剰余金の配当 △263,553 △263,553 △263,553

親会社株主に帰属す

る当期純利益
683,224 683,224 683,224

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△220 △220

当期変動額合計 - - 419,671 - 419,671 △220 419,450

当期末残高 214,265 119,265 3,904,239 △341,854 3,895,914 14,935 3,910,850
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年３月１日
　至 2022年２月28日)

当連結会計年度
(自 2022年３月１日
　至 2023年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 637,920 1,007,892

減価償却費 15,230 13,371

減損損失 - 22,632

貸倒引当金の増減額（△は減少） 932 △1,351

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,461 △14,287

受注損失引当金の増減額（△は減少） 6,822 2,564

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,500 △2,091

受取利息 △19 △24

支払利息 122 -

固定資産除却損 0 24

雇用調整助成金 △25,891 -

事業分離における移転利益 - △371,390

新株予約権戻入益 - △2,115

売上債権の増減額（△は増加） △155,802 -

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） - 133,139

棚卸資産の増減額（△は増加） △12,488 5,209

仕入債務の増減額（△は減少） △7,500 8,855

未払金の増減額（△は減少） 24,401 101,860

未払消費税等の増減額（△は減少） 49,678 △88,424

その他 △20,047 △10,120

小計 532,322 805,743

利息の受取額 19 24

利息の支払額 △122 -

雇用調整助成金の受取額 25,891 -

法人税等の支払額 △128,438 △280,306

法人税等の還付額 1,187 -

営業活動によるキャッシュ・フロー 430,859 525,461

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △10,992 △9,710

有形固定資産の売却による収入 162 40,143

差入保証金の差入による支出 - △1,542

差入保証金の回収による収入 113 180

事業分離による収入 - 371,390

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,716 400,460

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 800,000 -

短期借入金の返済による支出 △800,000 -

自己株式の取得による支出 △26 -

配当金の支払額 △250,523 △262,372

財務活動によるキャッシュ・フロー △250,549 △262,372

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 169,593 663,550

現金及び現金同等物の期首残高 2,292,163 2,461,756

現金及び現金同等物の期末残高 2,461,756 3,125,306
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサ

ービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

これにより、受注制作ソフトウエアについて従来、進捗部分について成果の確実性かつ重要性が認められる契

約の場合は工事進行基準（進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の契約については検収基準を適用しており

ましたが、これを、当連結会計年度より、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる

時点までの期間がごく短い場合を除き、財又はサービスに対する支配が顧客に一定の期間にわたり移転する場合

には、財又はサービスを顧客に移転する履行義務を充足するにつれて、収益を一定の期間にわたり認識する方法

に変更しております。

なお、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もることができないが、発生する費用を回収することが見

込まれる場合は、原価回収基準にて収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の

期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当連結会計年度の売上高は82,723千円増加し、売上原価は77,002千円増加し、営業利益、経常利益

及び税金等調整前当期純利益はそれぞれ5,720千円増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は57,541千

円増加しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、当連結会計年度より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することと

いたしました。また、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシ

ュ・フロー」に表示していた「売上債権の増減額（△は増加）」は、当連結会計年度より、「売上債権及び契約

資産の増減額（△は増加）」に含めて表示することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める

経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める

新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。これによる、連結財務諸表に与える影響はあ

りません。

(追加情報)

(新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り)

当社グループでは、当連結会計年度末において新型コロナウイルス感染症による重要な影響が見られていない

ことから、会計上の見積りの仮定について、新型コロナウイルス感染症による重要な影響はないものと仮定して

おります。

なお、今後の新型コロナウイルス感染症の状況や経済への影響が変化した場合には、当社グループの財政状態、

経営成績及びキャッシュ・フローの状況に影響を及ぼす可能性があります。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

当社グループはエンジニアリング事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2021年３月１日
至 2022年２月28日)

当連結会計年度
(自 2022年３月１日
至 2023年２月28日)

１株当たり純資産額 434.55円 495.21円

１株当たり当期純利益金額 56.84円 86.84円

(注)１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

２．算定上の基礎

① １株当たり当期純利益金額
前連結会計年度

(自 2021年３月１日
至 2022年２月28日)

当連結会計年度
(自 2022年３月１日
至 2023年２月28日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 447,158 683,224

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
(千円)

447,158 683,224

普通株式の期中平均株式数(株) 7,867,277 7,867,257

② １株当たり純資産額
前連結会計年度
(2022年２月28日)

当連結会計年度
(2023年２月28日)

純資産の部の合計額(千円) 3,433,857 3,910,850

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 15,156 14,935

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 3,418,701 3,895,914

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通
株式の数(株)

7,867,257 7,867,257

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　


